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長崎がんばらんば国体2014・
長崎がんばらんば大会2014

看護協力
がんばらんば国体は台風接近というハ
プニングを乗り越え、盛況のうちに幕を
閉じました。
看護協会からも救護班として参加しお
手伝いをさせていただきました。スタッ
フからは“何が起こるかわからないので
すごく緊張しました”“大きな事故もなく
無事に終えることができ本当に良かっ
たです”等の声が聴かれました。朝早く
から夕方遅くまで各会場で頑張ってく
ださったたくさんの看護協会会員の皆
様、本当にお疲れ様でした。

社会福祉法人病院として、地域に密着し
た医療を行ってきた歴史ある病院。救急医
療に積極的に取り組み、「365日24時間体
制」で地域の安心を守ります。地域脳卒中
センターとして認定された脳外科を中心に
チーム医療・地域連携を行っています。職
種を問わず仲がよいところが魅力です。

・業務量調査
・業務分担

公益社団法人　長崎県看護協会
副会長  南　裕美

明けましておめでとうございます。
今年の干支は未。ヒツジはおとなし
く穏やかといわれます。10月からは
離職時等におけるナースセンター
への届出が努力義務となりますが、
充分な周知を図り、干支にちなみス
ムーズな運営を目指します。皆様に
とりまして輝かしい年となりますよ
うにお祈り申し上げます。

新年を迎えて、

目標に向かって一
歩ずつ、

明日は今日の積み
重ね、

自分が変わらなけ
れば、

なにも変わっていか
ない気がする

感謝の心忘れずに
、

笑顔あふれる毎日
を！

公益社団法人　長
崎県看護協会

副会長  小川 由美
子

あけましておめでとうございます。
26年度より主に研修、地域医療
再生事業を担当しています。執行
部の中で唯一、臨床（病院勤務）
と兼務です。これからも皆さんの
声、今の臨床での問題等を協会
で検討していきたいと思います。
宜しくお願い致します。

公益社団法人　長崎県看護協会
副会長  横山 藤美

美

公益社団法人　長崎県看護協会専務理事  森口 洋子

看護協会は公益歴、間もなく２年。会員へも県民へも解かりやすく、利用しやすい協会にしたいです。私はセカンドキャリア歴2年。今年の目標は「心身共に健康、そして少し余裕」

報告!!長崎国体での

社会福祉法人
一般病床173床
地域包括ケア病棟20床
80％（H24年度）
7対1（一般病床）
151名  【補助者】27名
41.4歳（H26）
3％（H24）、3.6％（H25）

【 設置主体】
【 病 床 数 】

【病床稼働率】
【入院基本料】
【看護職員数】
【看護職の平均年齢】
【 離 職 率 】

十善会病院
社会福祉法人　十善会

長崎市籠町7番18号
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Work Life Balance（ワーク・ライフ・バランス）と
は、個人それぞれのバランスで、仕事と生活の両
立を無理なく実現できる状態のことを指します。

長崎県内のWLBに取り組む病院をご紹介!!

【病院の特徴】

1年目（平成23年度）

2年目（平成24年度）

3年目（平成25年度）

主な取り組み（アクションプラン）

◎業務内容の調査：忙しさの要因調査

・育児、介護に関わる休暇の見直し
◎就業規則の見直し

・N-WLBI結果を職員廊下に掲示
・院内説明会
・活動を看護部HPにアップ

◎WLB活動の広報
　業務量調査結果、注射準備の為の就業前労働や、リネン交換の方法・担当者等に課題を
見出し、外来看護師の早出や看護補助者との業務分担を行った。
　就業規則については、母性保護の規定見直しを行い、短時間正規職員制度の利用で退職
を回避した職員誕生。また、夜勤時に急変や入院で休憩がとれなかった場合は、時間外手当
の支給として給与の見直しが実現した。

　夜勤時間の短縮にあたりモデル病棟を作りスタッフ間で時間をかけ検討を繰り返し多様
な勤務体制を取り入れ実現した。「夜勤が楽になった」との声が多く次年度は他の病棟も開
始予定。定年後（60歳）も継続して働く看護職は病棟だけでも9名。夜勤も行いパワー全開。
PDCAサイクルに沿った活動で委員会メンバーの自主力アップ！

ワーク・ライフ・バランス

◆外来看護師の早出（病棟応援）
◆リネン交換業務の改善
◆育児のための退職回避
◆夜勤で休憩が取れない時の時間外手当支給

1年目の成果

◆メッセンジャー業務再導入
◆看護補助者の夜勤導入
◆他職種への就業規則の周知拡大
◆新聞社からの取材・掲載

2年目の成果

◆日看協ガイドラインに基づいた勤務体制導入
◆就業前の出勤を勤務時間の範囲内に変更
◆超ベテラン看護師の継続雇用で人手確保

3年目の成果

　1年目の目標であった10時間以上の超過勤務者が0％は達成できなかったが1/10と
なった。個人がタイムマネジメントを意識し業務に望むようになった成果。また他職種（栄養
部・リハ部）も育児の為の制度を利用し仕事を継続。
　看護補助者の夜勤導入で不穏や認知症患者への対応が手厚くなり看護師の業務負担
が軽減した。

公益社団法人　長崎県
看護協会

会長  副島 都志子

未年が明けました。す
べてがウ

メェ具合に運ぶよう神
仏に祈願

するとともに、己も努力
致します。

皆様にとりまして、今年
が希望と

情熱に満ちた年であり
ますよう！

協会活動にも更なるご
支援ご協

力をお願い致します。
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みなさん、
お疲れさまでした!!

プラン1

プラン2

プラン3

平
成
23
年
度
の
取
り
組
み

・看護補助者との協働体制整備
・時間外の申告制
・他職種との合同会議

◎業務内容の調査：忙しさの要因調査

・介護休暇や育児制度の学習会
・個人への配布

・冊子作成他部署へ配布

◎就業規則の見直し

◎WLB活動の広報

プラン1

プラン2

プラン3

平
成
24
年
度
の
取
り
組
み

・短時間正規職員
・定年後継続雇用の活用
・夜勤時間の短縮モデル病棟試行開始

◎多様な勤務形態の整備

・管理者が利用を推進する風土へ

・N-WLBI調査（2回目）比較&分析
・看護部方針説明会
 （魅力があり働き続けられる環境）

◎就業規則を上手に利用する職員の増加

◎離職率が初年度7.5％から
　今年度5％以下へ減少する

プラン4

プラン5

プラン6

平
成
25
年
度
の
取
り
組
み

◎13時間夜勤への挑戦
◎看護ケアに費やす時間アップ
◎N-WLBI結果全てポイントアップ

N-WLBIの結果には
一喜一憂

次年度への糧に！

他職種との話し合い
今回は医事課

しておめでとうございます。
度より主に研修、地域医療
業を担当しています 執行

す
!

受章おめでとうございます
瑞宝双光章

（元健康保険諫早総合病院　看護局長）
長崎県央看護学校　副校長

壱岐市民病院　看護部長
（元国立病院機構熊本再春荘病院　看護部長）

中村　君子様

米城　和美様


